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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年6月19日(2008.6.19)

【公開番号】特開2005-261785(P2005-261785A)
【公開日】平成17年9月29日(2005.9.29)
【年通号数】公開・登録公報2005-038
【出願番号】特願2004-81691(P2004-81691)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   5/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   5/04    ５１２Ｚ
   Ａ６３Ｆ   5/04    ５１２Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月23日(2008.4.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始可能となるとともに
、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装置の表示結果が導出
表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生
可能とされたスロットマシンであって、
　遊技の制御を行うメイン制御手段と、
　前記メイン制御手段から送信された制御情報の受信に基づき演出の制御を行うサブ制御
手段と、
　前記スロットマシンに搭載された電気部品に対して供給される電源電圧とは別個に監視
電圧を生成する監視電圧生成手段と、
　前記監視電圧を監視し、該監視電圧が所定値以下となったときに電源断を検出する電断
検出手段と、
　を備え、
　前記メイン制御手段は、
　予め定められた単位時間毎に実行中の処理に割り込んで実行するタイマ割込処理を実行
するタイマ割込処理実行手段と、
　前記タイマ割込処理の実行に応じて、該タイマ割込処理において実行すべき処理を識別
するための分岐用カウンタ値を更新する分岐用カウンタ更新手段と、
　前記タイマ割込処理において、遊技者の操作を検出する検出手段の入力状態を監視して
該入力状態を示す入力情報を記憶する処理を含む複数種類の処理のうちから前記分岐用カ
ウンタ値に対応する処理を、該タイマ割込処理にて実行する処理として選択する処理選択
手段と、
　前記タイマ割込処理にて記憶した入力情報を読み出し、該読み出した入力情報に基づい
て遊技の進行に応じた複数の制御状態を段階的に移行させることにより１ゲームの制御を
行う基本処理を実行する基本処理実行手段と、
　前記基本処理の実行中に前記電断検出手段により電源断が検出されたときに、前記メイ
ン制御手段の制御状態を電源断前の制御状態に復帰させるのに必要な情報を電力供給が停
止しても所定時間記憶内容を保持可能なバックアップ領域に保存する電断割込処理を、実
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行中の基本処理に割り込んで実行する電断割込処理実行手段と、
　前記電断割込処理または前記タイマ割込処理のいずれか一方の割込処理の実行中に他方
の割込処理を禁止する多重割込禁止手段と、
　を含み、
　前記サブ制御手段は、該サブ制御手段の制御状態を電源断前の制御状態に復帰させるの
に必要な情報を電力供給が停止しても所定時間記憶内容を保持可能なサブ用バックアップ
領域に保存するサブ用バックアップ手段を含み、
　前記電断割込処理実行手段は、前記タイマ割込処理の実行中において前記電断検出手段
により電源断が検出されたときに、該実行中のタイマ割込処理の終了を待って前記電断割
込処理を実行するとともに、
　前記メイン制御手段は、
　複数の前記制御情報を格納可能な制御情報格納手段と、
　前記基本処理においてゲームの進行状況に応じて前記制御情報を生成し、前記制御情報
格納手段に格納する制御情報生成手段と、
　前記タイマ割込処理において、前記制御情報格納手段に格納されている前記制御情報を
前記サブ制御手段に対して送信する制御情報送信処理を行う制御情報送信処理手段と、
　を更に含み、
　前記制御情報送信処理手段は、前記タイマ割込処理において前記分岐用カウンタ値が特
定の値を示すときに１回のみ前記制御情報送信処理を行い、かつ前記制御情報格納手段に
前記制御情報が複数格納されている場合に、該制御情報送信処理において前記制御情報格
納手段に格納されている複数の制御情報のうち最も早い時期に生成された制御情報のみを
送信する
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項２】
　前記サブ制御手段は、該サブ制御手段の制御状態を電源断前の制御状態に復帰させるの
に必要な情報を前記サブ用バックアップ領域に保存する処理を含む定期処理を所定の単位
時間毎に実行する定期処理実行手段を含む請求項１に記載のスロットマシン。
【請求項３】
　前記電断検出手段により電源断が検出されてから少なくとも前記制御情報送信手段が前
記制御情報を送信する処理を実行するタイマ割込処理の間隔以上の時間にわたり前記サブ
制御手段を駆動させるのに最低限必要な電力供給を維持するサブ駆動電力供給維持手段を
備える請求項１または２に記載のスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　また、停電時にメイン制御手段が備えるＲＡＭの内容やサブ制御手段が備えるＲＡＭの
内容、すなわちメイン制御手段やサブ制御手段の制御内容をバックアップすることにより
、不意の停電時でも復旧時に停電時の制御状態に復帰できるようにしたスロットマシンが
提案されている（例えば、特許文献１、２参照）。特に、特許文献１では、メイン制御手
段が備えるＲＡＭの内容、すなわちメイン制御手段の制御内容をバックアップするととも
に、停電時にＲＡＭのチェックサム（データ列を足し合わせた総和）等の確認用のデータ
を作成・バックアップし、次回電源投入時に作成したチェックサムとバックアップされて
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いるチェックサムとを比較し、当該比較結果に基づいてバックアップされているＲＡＭの
内容が正常か否かを確認するスロットマシンが提案されている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　また、所定時間毎に遊技制御処理を実行する遊技機が提案されている（例えば、特許文
献３参照）。このように所定時間毎に遊技制御処理を実行する遊技機では、遊技制御処理
の実行中に停電が発生しても一連の遊技制御処理を完了させてからバックアップを行う遊
技機が提案されている（例えば、特許文献４参照）。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
【特許文献１】特開２０００－３１７０４３号公報（第４、５頁、第１図）
【特許文献２】特開２００１－８７４５９号公報（第１頁）
【特許文献３】特許登録第３０５０８５４号公報（第５、６頁、第５、６図）
【特許文献４】特開２００１－７９２４６号公報（第１頁）
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明は、制御情報の送信中に電源断が検出された場合でも、該制御情報の送信が完了
してからメイン制御手段のバックアップを行うことができるとともに、複数の制御情報を
連続して送信する場合でも、サブ制御手段が制御情報を確実に受信できるスロットマシン
を提供することを目的とする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始可能となるとともに
、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装置の表示結果が導出
表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生
可能とされたスロットマシンであって、
　遊技の制御を行うメイン制御手段と、
　前記メイン制御手段から送信された制御情報の受信に基づき演出の制御を行うサブ制御
手段と、
　前記スロットマシンに搭載された電気部品に対して供給される電源電圧とは別個に監視
電圧を生成する監視電圧生成手段と、
　前記監視電圧を監視し、該監視電圧が所定値以下となったときに電源断を検出する電断
検出手段と、
　を備え、
　前記メイン制御手段は、
　予め定められた単位時間毎に実行中の処理に割り込んで実行するタイマ割込処理を実行
するタイマ割込処理実行手段と、
　前記タイマ割込処理の実行に応じて、該タイマ割込処理において実行すべき処理を識別
するための分岐用カウンタ値を更新する分岐用カウンタ更新手段と、
　前記タイマ割込処理において、遊技者の操作を検出する検出手段の入力状態を監視して
該入力状態を示す入力情報を記憶する処理を含む複数種類の処理のうちから前記分岐用カ
ウンタ値に対応する処理を、該タイマ割込処理にて実行する処理として選択する処理選択
手段と、
　前記タイマ割込処理にて記憶した入力情報を読み出し、該読み出した入力情報に基づい
て遊技の進行に応じた複数の制御状態を段階的に移行させることにより１ゲームの制御を
行う基本処理を実行する基本処理実行手段と、
　前記基本処理の実行中に前記電断検出手段により電源断が検出されたときに、前記メイ
ン制御手段の制御状態を電源断前の制御状態に復帰させるのに必要な情報を電力供給が停
止しても所定時間記憶内容を保持可能なバックアップ領域に保存する電断割込処理を、実
行中の基本処理に割り込んで実行する電断割込処理実行手段と、
　前記電断割込処理または前記タイマ割込処理のいずれか一方の割込処理の実行中に他方
の割込処理を禁止する多重割込禁止手段と、
　を含み、
　前記サブ制御手段は、該サブ制御手段の制御状態を電源断前の制御状態に復帰させるの
に必要な情報を電力供給が停止しても所定時間記憶内容を保持可能なサブ用バックアップ
領域に保存するサブ用バックアップ手段を含み、
　前記電断割込処理実行手段は、前記タイマ割込処理の実行中において前記電断検出手段
により電源断が検出されたときに、該実行中のタイマ割込処理の終了を待って前記電断割
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込処理を実行するとともに、
　前記メイン制御手段は、
　複数の前記制御情報を格納可能な制御情報格納手段と、
　前記基本処理においてゲームの進行状況に応じて前記制御情報を生成し、前記制御情報
格納手段に格納する制御情報生成手段と、
　前記タイマ割込処理において、前記制御情報格納手段に格納されている前記制御情報を
前記サブ制御手段に対して送信する制御情報送信処理を行う制御情報送信処理手段と、
　を更に含み、
　前記制御情報送信処理手段は、前記タイマ割込処理において前記分岐用カウンタ値が特
定の値を示すときに１回のみ前記制御情報送信処理を行い、かつ前記制御情報格納手段に
前記制御情報が複数格納されている場合に、該制御情報送信処理において前記制御情報格
納手段に格納されている複数の制御情報のうち最も早い時期に生成された制御情報のみを
送信する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、電断割込処理またはタイマ割込処理のいずれか一方の割込処理の実
行中に他方の割込処理の割込が禁止されるので、タイマ割込処理の実行中に電源断が検出
された場合でも２重に割込が生じることがなく、制御負荷が増大してしまったりデータの
整合性がとれなくなってしまうことを防止できる。特に、制御情報の送信中に電源断の検
出による割込が生じて当該制御情報の送信が阻害されることなく、メイン制御手段が停止
する前に正常に送信を完了させることができる。また、複数の制御情報を連続して送信す
る場合でも、タイマ割込処理１回につき制御情報が１個のみ送信されるため、サブ制御手
段が制御情報を確実に受信するための時間を担保できる。
　尚、所定数の賭数とは、少なくとも１以上の賭数であって、２以上の賭数が設定される
ことや最大賭数が設定されることでゲームが開始可能となるようにしても良い。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の請求項２に記載のスロットマシンは、請求項１に記載のスロットマシンであっ
て、
　前記サブ制御手段は、該サブ制御手段の制御状態を電源断前の制御状態に復帰させるの
に必要な情報を前記サブ用バックアップ領域に保存する処理を含む定期処理を所定の単位
時間毎に実行する定期処理実行手段を含むことを特徴としている。
　この特徴によれば、定期的にサブ制御手段を電源断前の制御状態に復帰させるのに必要
な情報が保存されるので、メイン制御手段からの制御情報に依存せずにサブ制御手段の制
御状態のバックアップを確実に行うことができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　本発明の請求項３に記載のスロットマシンは、請求項１または２に記載のスロットマシ
ンであって、
　前記電断検出手段により電源断が検出されてから少なくとも前記制御情報送信手段が前
記制御情報を送信する処理を実行するタイマ割込処理の間隔以上の時間にわたり前記サブ
制御手段を駆動させるのに最低限必要な電力供給を維持するサブ駆動電力供給維持手段を
備えることを特徴としている。
　この特徴によれば、制御情報の送信中に電源断が検出された場合でも、該制御情報の送
信が完了してからメイン制御手段のバックアップを行うことができるとともに、サブ制御
手段は、電源断の検出時に送信された制御情報を駆動が停止する前に確実に受信し、かつ
受信した制御情報をサブ用バックアップ領域に保存することができる。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５５】
　本発明の請求項１は、
　１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始可能となるとともに
、各々が識別可能な複数種類の識別情報（図柄）を変動表示可能な可変表示装置（リール
２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表
示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシン１であって、
　遊技の制御を行うメイン制御手段（メイン制御部４１）と、
　前記メイン制御手段から送信された制御情報（コマンド）の受信に基づき演出の制御を
行うサブ制御手段（サブ制御部９１）と、
　前記スロットマシンに搭載された電気部品に対して供給される電源電圧（＋２４Ｖ、＋
１２Ｖ（ＶＣＣ）、＋１２Ｖ、＋５Ｖ）とは別個に監視電圧（＋２５Ｖ）を生成する監視
電圧生成手段（電圧生成回路３０３）と、
　前記監視電圧（＋２５Ｖ）を監視し、該監視電圧が所定値（＋１８Ｖ）以下となったと
きに電源断を検出する電断検出手段（電源監視用ＩＣ４４）と、
　を備え、
　前記メイン制御手段は、
　予め定められた単位時間（０．５６ｍｓ）毎に実行中の処理に割り込んで実行するタイ
マ割込処理（メインタイマ割込処理）を実行するタイマ割込処理実行手段と、
　前記タイマ割込処理の実行に応じて、該タイマ割込処理において実行すべき処理（タイ
マ割込１～４）を識別するための分岐用カウンタ値を更新する分岐用カウンタ更新手段と
、
　前記タイマ割込処理において、遊技者の操作を検出する検出手段（センサ、スイッチ）
の入力状態を監視して該入力状態を示す入力情報を記憶する処理（センサ／スイッチ監視
処理）を含む複数種類の処理（タイマ割込１～４）のうちから前記分岐用カウンタ値に対
応する処理を、該タイマ割込処理にて実行する処理として選択する処理選択手段と、
　前記タイマ割込処理にて記憶した入力情報を読み出し、該読み出した入力情報に基づい
て遊技の進行に応じた複数の制御状態（ＢＥＴ処理、内部抽選処理、リール回転処理、リ
ール停止処理、入賞判定処理、払出処理、遊技状態更新処理）を段階的に移行させること
により１ゲームの制御を行う基本処理（ゲーム制御処理）を実行する基本処理実行手段と
、
　前記電断検出手段により電源断が検出されたときに、前記メイン制御手段の制御状態を



(7) JP 2005-261785 A5 2008.6.19

電源断前の制御状態に復帰させるのに必要な情報（停電復旧後に停電前の遊技状態に復帰
するのに必要な特定のレジスタの内容）を電力供給が停止しても所定時間記憶内容を保持
可能なバックアップ領域に保存する電断割込処理（電源断割込処理）を、実行中の処理に
割り込んで実行する電断割込処理実行手段（割込入力端子からの入力に基づく電源断割込
処理）と、
　前記電断割込処理または前記タイマ割込処理のいずれか一方の割込処理の実行中に他方
の割込処理を禁止する多重割込禁止手段（メインタイマ割込処理及び電源断割込処理にお
いて割込禁止に設定する処理）と、
　を含み、
　前記サブ制御手段（サブ制御部９１）は、該サブ制御手段の制御状態を電源断前の制御
状態に復帰させるのに必要な情報（サブ制御部９１のＲＡＭの内容）を電力供給が停止し
ても所定時間記憶内容を保持可能なサブ用バックアップ領域（バックアップ用ＲＡＭ９５
）に保存するサブ用バックアップ手段（サブバックアップ処理）を含み、
　前記電断割込処理実行手段は、前記タイマ割込処理（メインタイマ割込処理）の実行中
において前記電断検出手段（電源監視用ＩＣ４４）により電源断が検出されたときに、該
実行中のタイマ割込処理の終了を待って前記電断割込処理（電源断割込処理）を実行する
とともに、
　前記メイン制御手段は、
　複数の前記制御情報（コマンド）を格納可能な制御情報格納手段（コマンドキュー）と
、
　前記基本処理（ゲーム制御処理）においてゲームの進行状況に応じて前記制御情報（コ
マンド）を生成し、前記制御情報格納手段（コマンドキュー）に格納する制御情報生成手
段（コマンド格納処理）と、
　前記タイマ割込処理（メインタイマ割込処理）において、前記制御情報格納手段（コマ
ンドキュー）に格納されている前記制御情報（コマンド）を前記サブ制御手段（サブ制御
部９１）に対して送信する制御情報送信処理（コマンド送信処理）を行う制御情報送信処
理手段と、
　を更に含み、
　前記制御情報送信処理手段は、前記タイマ割込処理（メインタイマ割込処理）において
前記分岐用カウンタ値が特定の値（０）を示すときに１回のみ前記制御情報送信処理（コ
マンド送信処理）を行い、かつ前記制御情報格納手段（コマンドキュー）に前記制御情報
（コマンド）が複数格納されている場合に、該制御情報送信処理（コマンド送信処理）に
おいて前記制御情報格納手段（コマンドキュー）に格納されている複数の制御情報（コマ
ンド）のうち最も早い時期に生成された制御情報（コマンド）のみを送信する。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５６】
　本発明の請求項２は、前記サブ制御手段（サブ制御部９１）は、該サブ制御手段の制御
状態を電源断前の制御状態に復帰させるのに必要な情報（サブ制御部９１のＲＡＭの内容
）を前記サブ用バックアップ領域（バックアップ用ＲＡＭ９５）に保存する処理（サブバ
ックアップ処理）を含む定期処理（サブタイマ割込処理）を所定の単位時間（１．１２ｍ
ｓ）毎に実行する定期処理実行手段を含む。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５７
【補正方法】削除
【補正の内容】
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【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５９】
　本発明の請求項３は、前記電断検出手段（電源監視用ＩＣ４４）により電源断が検出さ
れてから少なくとも前記制御情報送信手段（コマンド送信処理）が前記制御情報（コマン
ド）を送信する処理を実行するタイマ割込処理（タイマ割込１）の間隔（２．２４ｍｓ）
以上の時間（２０ｍｓ）にわたり前記サブ制御手段（サブ制御部９１）を駆動させるのに
最低限必要な電力供給（＋７Ｖ）を維持するサブ駆動電力供給維持手段（電源基板２０２
のコンデンサ３０９）を備える。
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